
（令和７年度広島県公民館等活性化モデル事業） 

館
名 

佐方市民センター（廿日市市） 

事
業
名 

キキカン（聞き感） 

趣
旨 

前年度に実施した危機管理のスペシャリストが働く現場（警察署、消防署、陸上自衛隊

駐屯地等）での学習を踏まえて、同様に命を救う医療現場等の話を聞く。大規模災害発生

時に、これらのスペシャリストが実際にどのように動くのかを改めて知り、誰でもすぐ

に助けることが難しいことを学び、自分達が何を考えて何をしなければならないか、そ

して今できることが何かを考えて行動できるようになる。 

特
徴 

○子供から大人まで広く参加を呼び掛け、地域全体で危機管理について考える機会とし

ている。 

○病院や市民活動センターなど多様な主体と連携し、危機管理についての多面的な見方

や考え方に「現場」で触れることができる。 

○最終回には防災フェスタを実施し、これまで各現場で学んだことや体験したことなど

を、市民センターにて改めて共有する場を設けている。 

事
業
の
様
子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【JA広島総合病院見学】 

DMATのお話を伺っている様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防災訓練】 

避難所設営体験の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防災グッズについて】 

ホームセンターで防災グッズを見学して

いる様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防災フェスタ】 

キキカンフェスタの様子 

 



活
動
実
績 

１ 実施体制 

危機管理のスペシャリスト（病院・佐方地区自主防災会・ホームセンター）それぞれ

の立場から危機管理についての役割を聞き、大規模災害発生時に、これらのスペシャ

リストが実際にどのように動くのかを改めて知り、誰でもすぐに助けることが難しい

ことを学び、自分達が何を考えて何をしなければならないか、そして今できることが

何かを考えた。 

 

２ 事業内容 

（１）JA広島総合病院見学 

災害時の装備品・災害派遣に使用する専用の救急車・ドクターヘリのヘリポート

等の見学 

（２）佐方地区自主防災会主催の防災訓練に参加 

避難所の設営と避難所の体験 

（３）ジュンテンドー営業企画部の方の講話・ジュンテンドー廿日市店訪問 

防災グッズや自宅での災害備蓄品について講話。自分に合った防災グッズを探し、 

どのようなものが必要かを共有して一緒に考える。 

（４）防災フェスタ 

   これまで各現場で学んだことや体験したことなどを、市民センターにて改めて 

共有 

成
果
と
課
題 

【成果】 

・現場に出向いて体験することで、新たな学びを得ることができた。 

・小学校を通して、地域で行なっている防災訓練への参加を声掛けをすることにより、

町内会に入っていない世帯の参加もあった。 

・現場に出向くことが難しい方に対するアプローチとして、最後のフェスタは非常に 

効果的であった。 

【課題】 

・参加者の学びの変化に対するアンケートは実施したものの、事業自体を見直すアンケ

ートを実施できていない。 

連
絡
先 

佐方市民センター 

〒738-0001 廿日市市佐方一丁目４番 28号 

電話: 0829-32-5049 

E-mail:hatsukaichi.city.sagatacc@fch.ne.jp 

 


